
がん検診のあり方等の検討の経緯

平成24年５月 「がん検診のあり方に関する検討会」設置

趣旨：国内外の知見を収集し、科学的根拠のあるがん検診の方法等について検討を行うとともに、

受診率向上施策について、これまでの施策の効果を検証した上で、より効率的・効果的な施

策等を検討することとする。

平成25年２月 がん検診のあり方に関する検討会中間報告

「子宮頸がん検診の検診項目等について」

平成25年３月 「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針」改正

平成25年８月 がん検診のあり方に関する検討会中間報告

「がん検診の精度管理・事業評価及び受診率向上施策のあり方について」

平成26年６月 「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針」改正

平成27年９月 がん検診のあり方に関する検討会中間報告

「乳がん検診及び胃がん検診の検診項目等について」

平成28年２月 「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針」改正

平成28年６月 「がん検診受診率等に関するワーキンググループ」設置

平成28年９月 がん検診受診率等に関するワーキンググループ報告書

平成28年11月 がん検診のあり方に関する検討会における議論の整理
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がん検診のあり方に関する検討会における議論の進め方①

がん検診に関する今後の論点

＜市町村の実施するがん検診に関する論点＞

乳がん検診における高濃度乳房に関する問題への対応について

がん検診の対象年齢毎の推奨度について

指針に基づかない検診項目の扱いについて ほか

⇒「がん検診のあり方に関する検討会」において議論する。

＜職域におけるがん検診に関する論点＞

職域におけるがん検診に関するガイドラインについて ほか

⇒職域におけるがん検診に関するワーキンググループを設置し、そこで議論する。
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がん検診のあり方に関する検討会における議論の進め方②
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